
リチウムイオン電池における露点測定 

●リチウムイオン電池製造における露点管理 

リチウムイオン電池の製造工程において露点管理は重要な項目の一つとなります。露点温度は一般

的に-50～-40℃DP の範囲で管理されます。これは水分に敏感なリチウムイオン電池の品質を保つ

ためです。また予期せぬ化学反応による火災や爆発を防ぐためにも露点は管理されます。 

 

●測定機器の選定 

-50～-40℃DP 程度の露点温度は相対湿度で表すと 1％RH 未満になります。この低露点域を電子式

湿度計で測定するのは適切ではなく、精度よく露点値を管理するためには、鏡面冷却式露点計を使

用する必要があります。センサ内部のペルチェ素子がセンサ部のミラー面の温度を制御し、強制的

に結露を発生させた時のミラー面温度を露点とする方式で、気体の露点を最も正確に測定すること

ができます。 

 

●DewStar での測定 

低露点測定用 DewStarS-2 シリーズの測定範囲は-75～+15℃DP であり、リチウムイオン電池製造工

程で要求される範囲をカバーしています。測定精度は±0.2℃(＞-50℃DP)で測定可能です。 

DewStarS-2 では、測定する気体を内蔵のミラー面上に連続サンプリングして測定を行います。サ

ンプリング用の吸引ポンプユニットや低露点ガス用配管もオプション品としてご用意しています。 

 

●製品仕様 

・DewStarS-2 

露点・霜点測定範囲: -65～+15℃DP, -75～15℃DP(水冷使用時)  

ガス温度範囲:0～50℃ 

露点精度:±0.2℃DP（≧-50℃DP）, ±0.4℃DP（-50℃DP＞） 

再現性: ±0.1℃DP 

 

●主な納入先 

・リチウムイオン電池製造メーカー 
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